
本
出
で
て
よ
り
何
入
た
う
こ
も
容
易
に
離
心
を
購
求
す
る

を
う
る
に
至
れ
h
／
O

ヨ芸

評

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿
墨
博
士
長
岡
雫
太
郎
監
修

伊
能
忠
敬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
士
大
谷
亮
吉
編
著

　
　
　
　
　
　
　
　
理
學
博
士
小
川
琢
治

　
元
和
優
武
の
後
百
年
に
亙
れ
る
卒
和
に
よ
り
儒
學
の
普

及
に
件
ひ
蘭
學
も
亦
セ
漸
く
楡
入
の
途
が
開
け
て
、
科
射

的
研
究
の
三
瀬
が
一
部
の
謀
議
人
士
の
間
に
醗
醸
す
る
こ

ご
に
な
つ
元
。
而
し
て
此
の
精
憩
の
勃
興
を
促
し
π
の
は
、

欝
書
画
文
學
地
理
學
等
の
方
面
に
於
て
、
在
來
の
讐
方
量

法
が
人
畜
の
解
剖
天
象
の
観
測
を
無
親
し
π
叢
説
的
の
も

の
で
、
長
崎
の
門
戸
か
ら
鍮
入
さ
れ
π
西
洋
科
學
に
比
し

て
殆
ん
ご
兜
戯
に
類
し
て
居
π
其
の
懸
隔
を
畳
知
し
た
爲

’
め
で
あ
っ
沈
。
就
中
強
い
刺
戟
を
與
へ
元
の
は
ハ
ン
ペ
ン

　
　
　
第
二
巻
　
　
批
　
詐
　
　
「
俳
　
能
　
忠
　
敬
」

ゴ
瓢
ウ
即
ち
ベ
ニ
ヨ
フ
ス
キ
ー
の
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
脱
走
の

途
次
我
が
海
岸
に
立
害
っ
て
傳
へ
π
露
人
図
南
の
警
報
が

事
實
こ
な
つ
紀
こ
ご
で
、
是
が
歪
め
に
朝
野
有
識
者
は
北

邊
警
備
の
必
要
を
戚
す
る
ご
共
に
當
時
比
較
的
未
知
の
蝦

夷
地
理
を
一
一
ぜ
ん
ご
す
る
に
至
っ
た
の
で
め
る
。
距
の

機
運
が
生
ん
だ
日
本
地
埋
探
搬
史
上
の
幾
多
の
英
雄
の
中

で
最
も
偉
大
な
一
入
物
は
伊
能
東
河
先
生
其
人
で
、
今
回

學
士
院
か
ら
長
岡
博
士
の
監
修
の
下
に
大
谷
理
學
士
の
編

纂
さ
れ
た
附
記
に
よ
っ
て
其
性
格
閲
歴
事
業
が
初
め
て
十

分
な
る
光
輝
を
螢
激
す
る
こ
ご
に
な
つ
だ
。

　
伊
能
東
前
先
生
の
事
蹟
は
近
年
種
々
の
書
物
に
見
ぬ
、

叉
た
昼
行
の
傳
記
も
あ
っ
て
、
今
よ
り
百
年
前
に
我
が
帝

國
四
大
島
の
測
地
事
業
を
完
成
し
帝
國
地
圖
の
暴
礎
を
置

い
た
偉
人
こ
し
て
、
贈
名
は
小
學
児
童
に
も
濫
掘
し
て
居

る
が
、
莫
の
事
業
功
績
を
根
本
資
料
に
就
い
て
研
究
し
た

も
の
で
な
く
，
叉
把
著
作
者
が
其
の
科
學
的
儂
値
を
正
確

公
李
に
判
断
す
る
に
足
る
だ
け
の
専
門
的
素
養
を
歓
い
把

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
＝
二
　
（
四
八
四
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
換
　
詳
　
「
伊
　
能
　
忠
　
敬
」

憾
も
あ
っ
て
、
却
っ
て
東
河
先
生
の
眞
面
目
を
没
却
し
て
、

其
の
功
績
を
誇
張
し
把
か
の
嫌
が
な
い
で
は
な
か
つ
だ
ψ

我
々
は
欝
病
院
が
大
谷
理
學
士
に
卜
す
に
九
年
の
星
霜
を

以
て
し
、
我
邦
塞
前
の
科
學
研
究
者
た
る
偉
入
の
傳
記
を

完
成
し
泥
こ
ご
を
近
來
學
界
の
4
大
快
事
ご
戚
じ
、
叉
π

三
井
（
八
郎
右
衛
門
）
男
欝
が
其
出
版
費
を
補
助
し
て
四
六

二
倍
七
百
数
十
頁
の
立
派
な
大
冊
が
公
に
な
つ
把
の
は
，

煙
り
監
修
者
編
著
者
雨
君
が
豫
定
計
書
を
現
實
に
し
て
満

足
さ
れ
る
の
み
で
な
く
、
本
邦
野
馬
研
究
者
を
し
て
私
に

肩
身
の
葺
き
を
威
せ
し
め
、
且
つ
奮
呈
し
て
其
研
究
方
面

に
蕎
進
せ
し
む
る
絶
好
刺
戟
こ
な
る
こ
ご
ご
考
へ
る
。

　
本
書
は
先
づ
先
生
の
生
れ
た
翻
心
二
年
か
ら
起
っ
て
、

先
生
の
七
＋
四
歳
で
無
し
に
文
政
元
年
よ
り
、
更
に
三
年

の
後
即
ち
大
日
本
澹
海
輿
地
圖
を
完
成
し
て
喪
を
登
し
把

丈
政
四
年
に
至
る
七
十
七
年
聞
の
一
家
年
譜
に
、
本
邦
及

び
外
國
に
於
け
る
關
係
重
要
事
項
を
添
へ
、
叉
た
伊
能
忠

敬
年
譜
ご
親
族
關
係
表
な
る
系
譜
及
び
子
孫
表
ご
を
掲
げ

第
三
號
　
一
一
四
　
（
四
入
五
）

て
、
先
盗
の
年
代
黒
漆
係
及
び
一
門
の
相
互
關
係
を
明
か

に
し
て
居
る
Q

　
本
交
は
第
扁
篇
思
敬
の
閲
歴
、
第
二
篇
忠
敬
の
測
地
事

蹟
、
第
三
篇
忠
敬
の
師
友
及
門
弟
の
三
篇
よ
り
成
る
。
左

に
其
の
中
の
重
要
な
事
項
及
び
面
白
い
貼
を
指
摘
し
て
本

書
紹
介
の
一
端
こ
す
る
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ず
な
カ

　
第
一
篇
閲
歴
の
壁
頭
に
芋
餌
を
蟄
ぐ
、
蓋
し
伊
能
忠
敬

は
も
こ
紳
保
氏
に
し
て
、
幼
名
三
治
郎
後
或
は
佐
忠
太
こ

も
云
ひ
、
諜
を
詮
興
ご
幕
し
、
伊
能
氏
を
嗣
ぐ
に
際
に
林

大
學
頭
忠
言
（
鳳
谷
》
の
門
人
こ
な
り
、
其
撰
定
に
よ
っ
て

忠
敬
ご
改
め
、
麺
樗
を
源
六
零
し
、
後
三
郎
看
衛
門
ご
聡

し
、
隠
居
し
て
勘
解
由
ご
呼
び
、
字
は
子
齊
號
は
束
河
叉

は
樂
天
櫻
主
人
ホ
い
つ
把
ご
あ
る
。
鳳
谷
の
速
い
槌
憲
頭

名
乗
書
爲
其
に
は
忠
敬
蹄
納
訂
こ
し
、
叉
だ
副
本
に
假
名

　
　
　
タ
ぐ
タ
ん
タ
ご
ス

を
附
し
忠
敬
訂
ご
囲
ま
せ
陀
こ
の
こ
．
こ
で
あ
る
○

　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ヅ
ミ

　
神
保
氏
は
上
総
國
武
射
～
郡
坂
田
凡
小
…
堤
脚
に
居
た
が
、

利
左
衛
門
貞
恒
父
は
三
男
で
、
山
邊
郡
小
野
村
小
關
新
田



の
小
關
畏
に
養
は
れ
、
先
生
は
其
弟
三
子
で
外
に
兄
ご
姉

が
あ
っ
忙
。
然
る
に
母
小
髭
氏
が
死
ん
で
莫
家
に
母
の
實

弟
が
あ
っ
陀
欝
め
、
父
は
帥
婚
家
に
復
命
し
、
先
生
は
十

一
歳
ま
で
家
畜
家
に
留
り
、
其
後
は
常
総
地
方
の
親
戚
故

蕾
の
問
を
流
寓
し
花
。
十
八
歳
の
時
（
早
雪
十
二
年
）
に
下

総
國
佐
原
の
伊
能
氏
を
嗣
ぐ
ま
で
の
少
年
時
代
の
此
の
如

き
境
遇
は
先
生
の
精
確
を
練
磨
し
て
、
恥
年
以
後
生
涯
を

通
じ
て
勇
往
不
屈
妙
齢
を
漏
し
て
事
業
を
成
す
氣
象
を
養

つ
π
ら
し
一
、
此
の
如
き
境
遇
は
庸
人
を
沮
喪
堕
落
せ
し

む
る
に
足
ε
も
の
で
あ
る
が
、
先
生
に
在
っ
て
は
却
て
學

校
以
上
の
學
綾
で
あ
っ
把
d
此
間
に
幾
分
か
算
勘
及
び
讃
幽

み
書
き
の
素
養
も
幽
凍
て
少
年
こ
し
て
珍
ら
し
い
心
掛
ご

氣
概
を
持
っ
て
居
陀
ら
し
く
、
再
從
兄
弟
た
る
季
山
藤
右

衛
門
は
其
の
入
物
を
識
っ
て
佐
原
村
の
郷
豪
伊
能
家
の
養

子
に
推
薦
す
る
に
至
つ
起
。
伊
能
家
は
地
方
の
名
族
で
あ

っ
覚
が
、
家
道
の
不
振
に
隔
っ
π
際
で
、
先
生
は
此
家
に

入
っ
て
後
、
鏡
意
趣
を
治
め
家
運
を
挽
回
し
た
の
み
な
ら

　
　
　
第
二
懸
　
　
蜘
　
評
　
　
「
伊
　
能
　
忠
　
敬
」

す
、
村
の
爲
め
に
も
大
に
整
す
所
あ
っ
て
、
領
主
津
田
氏

も
甚
人
物
を
認
め
、
天
朋
三
年
淺
聞
焼
の
降
森
水
害
に
次

ぐ
凶
作
の
歳
公
共
の
爲
め
奔
走
し
把
廉
で
、
地
頭
か
ら
翌

年
苗
字
及
び
胸
中
帯
刀
を
許
さ
れ
る
ま
で
に
な
り
、
叉
た

寛
政
四
年
に
は
地
頭
よ
り
三
人
扶
持
を
給
せ
ら
れ
だ
。
以

上
は
第
一
篇
第
一
乃
至
三
章
に
載
せ
柁
所
で
あ
る
。
後
年

第
一
回
蝦
夷
旋
行
の
後
村
民
の
箱
訴
が
あ
っ
て
、
伊
能
家

代
々
特
に
先
生
の
公
共
の
爲
め
に
瀧
住
し
た
功
績
が
幕
府

に
達
し
π
の
は
先
生
の
此
の
時
に
現
今
所
謂
模
範
村
長
以

上
の
良
績
を
扇
げ
把
こ
ご
を
示
し
て
居
る
。

　
寛
政
六
年
先
生
五
十
歳
の
時
に
及
び
家
を
長
男
景
敬
に

譲
り
隠
居
し
て
勘
解
由
ご
聡
し
、
璽
七
年
江
戸
に
串
て
深

川
の
黒
江
町
に
僑
居
を
ト
し
把
。
先
生
は
是
ま
で
郷
里
に

在
っ
て
家
事
村
務
に
鞍
幸
す
る
間
に
讃
義
母
数
等
に
心
掛

け
、
殊
　
に
暦
数
に
趣
味
を
持
っ
て
居
π
が
、
此
時
初
め
て

老
後
の
嗜
欲
を
慨
す
駕
め
に
江
戸
に
出
た
の
で
あ
る
。
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
ト
キ

は
恰
も
大
阪
か
ら
高
橋
作
左
衛
門
誰
時
（
東
岡
㌔
が
召
出
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
　
一
｝
血
　
　
（
悶
円
八
山
ハ
）



第
二
魯
　
　
鋤
　
評
　
「
伊
　
能
　
患
　
敬
』

れ
て
寛
政
暦
の
作
製
に
着
手
し
た
時
で
、
直
に
其
門
に
入

っ
て
暦
學
を
修
め
た
。
尤
も
其
以
前
か
ら
算
数
を
好
ん
だ

の
で
量
地
術
も
扁
通
り
諸
ん
じ
て
居
て
、
寛
政
六
年
に
測

縄
ご
方
位
盤
℃
測
量
し
た
宅
地
麟
が
残
っ
て
居
る
。
細
れ

こ
も
こ
れ
ま
で
の
先
生
の
暦
學
の
智
識
は
當
時
行
は
れ
控

古
風
な
も
の
で
、
授
時
暦
俗
解
、
古
暦
便
覧
の
類
が
其
の

塗
考
書
で
あ
っ
て
、
数
學
は
關
流
の
大
成
箕
纏
な
ご
ま
で

持
っ
て
居
π
に
止
ぎ
ぬ
。
先
生
の
天
稟
の
材
能
が
十
分
野

登
揮
さ
れ
る
機
會
の
起
つ
た
の
は
實
に
高
橋
東
岡
こ
の
接

鰯
で
あ
っ
た
∪

　
東
岡
は
聞
五
郎
兵
衛
重
富
へ
長
寝
）
ご
共
に
大
阪
に
凡
て

民
間
財
學
者
こ
し
て
門
戸
を
二
つ
把
麻
田
剛
立
門
下
の
戯

麟
兜
で
あ
っ
て
、
清
朝
に
な
っ
て
出
把
暦
象
考
成
の
後
篇

に
手
を
入
れ
て
、
師
弟
三
人
の
研
究
に
よ
っ
て
初
め
て
プ

ト
レ
メ
ウ
ス
天
文
學
の
蕉
…
套
を
醗
し
た
新
式
の
天
文
學
を

本
邦
に
傳
へ
元
。
剛
立
の
唇
學
は
観
測
に
立
脚
し
た
も
の

で
、
重
富
は
陽
春
の
富
塚
の
主
人
で
機
滅
の
製
作
に
も
働

第
　
ご
一
聯
魏
　
　
一
　
一
山
ハ
　
（
㎜
隅
八
♪
U
）

能
で
あ
っ
て
、
同
じ
く
康
煕
帝
の
下
に
ヂ
エ
ス
イ
ト
敷
宣

風
師
の
作
っ
た
霊
難
儀
象
志
に
載
せ
把
象
限
儀
9
費
ぞ
で

淳
誌
他
の
器
械
を
造
っ
て
、
暦
法
を
天
象
の
槻
測
結
果

か
ら
定
め
る
こ
ご
に
心
力
を
注
ぎ
つ
つ
、
あ
っ
て
、
終
に

幕
府
が
剛
立
を
抜
擢
し
て
新
暦
を
作
ら
し
め
る
こ
ご
に
な

つ
セ
が
、
凝
立
は
暦
世
修
業
の
爲
め
に
杵
築
藩
を
脱
走
し

た
行
掛
上
再
び
仕
官
せ
ざ
る
決
心
堅
く
し
て
命
を
僻
し
た

の
で
、
東
岡
が
電
富
、
こ
共
に
代
っ
て
江
戸
に
召
串
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
○
剛
立
の
天
文
藥
者
大
家
こ
し
て
の
創
見
に

は
頗
る
驚
嘆
す
べ
き
も
の
が
あ
る
○
其
一
例
は
東
岡
の
享

和
二
年
に
著
せ
る
新
修
五
星
法
圖
説
に
載
せ
元
所
で
、

　
　
　
以
・
二
血
星
一
周
臼
数
及
歳
周
一
、
求
二
五
星
本
天
孚

　
　
　
穫
「

　
置
二
本
星
一
嗣
日
数
［
、
以
二
歳
周
一
除
レ
之
、
得
二
本
星
一

　
周
之
年
数
「
，
立
方
開
レ
之
、
得
レ
商
、
自
二
乗
之
皿
得
下
本

　
星
本
天
宇
穫
與
二
日
天
孚
篠
【
比
例
数
上
、
鵬
摘
取
鰻

な
る
法
翻
で
、
東
岡
は
後
ラ
ラ
ン
ド
天
文
學
を
得
て
ケ
プ



レ
川
第
三
法
則
の
條
を
讃
み
、

　
此
篇
ハ
五
星
ノ
一
周
自
乗
ノ
比
例
ト
本
天
牟
穫
再
自
乗

　
ノ
比
例
ト
相
同
ジ
キ
ヲ
論
載
ス
、
コ
レ
曾
グ
麻
田
風
立

　
翁
ノ
考
川
所
ノ
術
ニ
シ
プ
、
暗
二
此
篇
ノ
意
ト
相
蔚
ス
、

　
奇
ト
云
フ
ベ
シ
、

ε
ラ
ラ
ン
ド
暦
書
管
見
中
に
載
せ
π
の
か
ら
考
ふ
れ
ば
、

戸
立
は
全
く
猫
立
に
此
の
惑
星
蓮
動
の
法
則
の
一
を
下
見

し
て
居
π
o
東
岡
は
畢
に
此
の
大
家
の
衣
鉢
を
襲
う
元
の

み
で
な
く
て
、
師
を
凌
駕
す
る
英
才
で
あ
っ
て
、
剛
立
其

人
も
亦
た
此
の
門
弟
に
よ
っ
て
大
に
彰
は
れ
π
の
で
あ
っ

π
o

　
此
の
如
人
物
で
あ
っ
記
か
ら
束
河
先
生
は
東
岡
よ
り
も

十
九
裁
の
年
長
者
で
あ
っ
元
が
、
全
く
心
を
傾
け
て
之
に

師
事
し
、
又
た
其
京
師
に
赴
い
花
不
在
中
は
長
涯
を
師
こ

し
て
疑
を
質
し
盆
を
請
ふ
把
。
先
生
は
、
此
の
如
き
良
師

友
を
得
て
、
長
徳
の
手
か
ら
象
限
儀
其
他
の
観
測
機
械
を

厄
得
て
、
私
費
濁
力
黒
江
町
の
宅
で
天
象
観
測
に
心
身
を
委

　
　
　
第
二
巻
　
　
批
　
訴
　
「
伊
　
能
　
忠
　
敬
」

ね
る
こ
ご
に
な
っ
た
〇
五
十
歳
を
鍮
ぬ
た
老
書
生
が
老
後

の
樂
み
牟
分
に
日
本
流
管
を
實
癒
し
て
精
密
正
確
な
地
圃

を
作
り
得
柁
こ
い
ふ
の
は
如
何
に
も
奇
蹟
の
如
く
見
え
る

が
、
其
の
窟
ハ
行
さ
れ
π
穫
路
に
は
何
等
の
不
田
心
議
な
く
，

指
導
者
、
誘
擾
者
こ
し
て
此
の
如
き
良
師
友
を
得
仁
の
が

先
生
に
濁
し
て
實
に
一
種
の
天
啓
で
あ
っ
た
。

　
以
上
は
第
四
章
江
戸
修
養
時
代
及
び
第
三
篇
（
一
）
（
一
こ

（
三
）
の
諸
庭
に
見
ぬ
た
所
で
、
是
か
魅
ら
彌
先
生
自
身
の
活
鮪

動
ず
る
第
五
章
口
本
測
量
時
代
に
入
る
。

　
先
生
の
蹟
本
沿
海
最
下
事
業
た
る
や
、
本
邦
瞳
古
の
科

學
的
事
業
で
あ
る
が
、
世
界
的
に
見
れ
ば
支
那
の
如
き
も

康
煕
帝
の
命
に
よ
っ
て
ヂ
エ
ス
4
ッ
ト
宜
敏
帥
の
實
測
し

π
平
信
全
版
圖
を
含
む
地
圏
が
第
十
入
世
紀
の
初
期
に
出

來
て
、
享
保
元
文
の
聞
に
は
其
結
果
に
櫨
つ
陀
デ
ユ
ア
ル

ド
支
那
誌
ε
之
に
附
載
し
π
ダ
ン
プ
ヰ
ル
の
支
那
地
下
が

壷
掘
で
出
版
に
な
っ
て
居
把
。
故
に
高
橋
東
岡
伊
能
烏
芋

等
の
日
本
に
於
け
る
實
測
の
計
蓋
の
繁
き
は
遙
か
に
之
に

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
七
　
（
匹
八
九
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
幾
　
評
　
　
「
伊
　
能
　
思
　
敬
」

後
れ
把
も
の
で
、
観
し
だ
奇
抜
な
考
で
も
叉
た
破
天
荒
の

事
業
で
も
な
い
か
の
様
に
も
見
え
得
る
の
で
あ
る
Q
早
れ

ご
翻
っ
て
幾
時
の
事
惰
を
考
う
れ
ば
，
全
く
溝
國
に
於
け

る
ヂ
エ
ス
イ
ヅ
塾
宣
敷
師
の
測
地
事
業
を
知
っ
て
之
に
傲

つ
陀
形
跡
は
な
い
。
天
文
學
の
智
識
及
び
観
測
機
械
の
如

き
全
く
暦
象
考
成
や
璽
風
儀
象
志
に
よ
っ
て
居
な
が
ら
、

此
方
面
に
限
て
濁
立
に
考
へ
π
ご
い
へ
ば
不
意
議
の
標
で

あ
る
が
、
耀
く
事
實
で
あ
る
こ
ご
は
近
藤
正
齋
や
高
橋
親

集
（
景
保
）
等
の
繊
太
に
閥
す
る
研
究
に
當
っ
て
、
ヂ
エ
川

ピ
ヨ
ン
の
族
行
を
全
く
知
ら
す
、
叉
π
其
原
圖
を
参
考
し

得
な
か
つ
把
こ
こ
か
ら
推
し
て
左
様
に
漸
擁
す
る
外
は
な

い
。
康
煕
帝
が
西
洋
人
の
手
を
穿
り
て
支
那
の
實
測
量
を

作
っ
π
こ
ご
を
観
巣
の
後
に
至
て
知
つ
把
こ
ご
は
沿
海
實

測
銀
の
序
文
に

　
　
漢
土
五
千
年
、
至
レ
電
球
二
手
干
函
人
一
、
而
後
地
圏
始

　
　
定
、

こ
い
っ
た
語
に
櫨
っ
て
朋
か
で
あ
る
が
、
其
測
量
方
法
を

第
　
三
　
號
　
　
一
　
一
八
　
　
（
四
九
〇
）

詳
記
し
把
ヂ
ユ
、
ア
ル
ド
の
原
書
は
見
な
ん
だ
も
の
．
こ
考

へ
る
外
は
な
い
○
是
は
恐
ら
く
は
原
書
が
ヂ
エ
ス
イ
ッ
ト

激
師
の
事
業
こ
し
て
出
凍
た
も
の
で
、
從
っ
て
感
激
を
嚴

耀
し
た
撚
本
へ
野
人
が
輸
入
し
叉
は
之
を
幕
府
に
献
納
す

る
を
揮
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
Q
さ
れ
ば
東
岡
東
河
の
計
叢

が
時
代
に
於
て
百
年
後
れ
て
居
て
も
、
全
く
猫
創
の
見
地

か
ら
生
じ
に
も
の
で
あ
る
ご
認
め
ね
ば
な
ら
訟
○
叉
セ
其

の
計
書
が
全
沿
海
の
實
測
こ
し
て
襲
聾
し
た
成
行
及
び
其

の
動
機
も
康
煕
帝
の
計
査
ご
は
非
常
に
異
つ
元
も
の
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
轟

　
大
日
本
沿
海
貨
測
録
の
高
橋
観
劇
の
序
文
に

　
薦
官
伊
能
忠
敬
夙
好
二
野
狐
一
、
並
塩
不
ヒ
曹
、
臣
先
入
之

　
蒙
レ
徴
而
東
也
、
忠
敬
躍
從
學
、
盆
極
二
其
精
一
、
先
人
常

　
患
二
本
邦
地
度
之
未
一
レ
有
二
定
測
一
、
嘗
建
一
一
白
之
［
、
官
爵

　
開
二
撫
蝦
夷
一
、
因
使
二
野
敬
呈
一
焉
、
途
有
二
沿
海
測
量
之

　
壷
、
從
事
積
レ
年
、
始
知
二
其
確
数
一

ご
興
言
し
陀
動
く
、
東
岡
は
子
午
線
一
度
の
長
さ
を
實
測



す
る
必
要
を
切
實
に
戚
じ
て
居
槌
○
東
諸
は
ま
π
黒
江
町

ご
暦
局
こ
の
聞
が
南
北
M
里
馬
離
れ
て
居
て
、
其
聞
に
緯

度
一
分
孚
の
差
あ
る
を
認
め
て
、
其
聞
の
距
離
を
精
確
に

實
聾
せ
ん
こ
す
る
考
を
起
し
、
蝦
夷
地
測
量
を
請
願
し
て

其
往
復
に
北
日
本
で
此
の
測
定
を
實
行
ず
る
ま
で
に
運
ん

だ
の
で
あ
る
。

　
其
第
一
回
の
旋
行
は
蝦
夷
沼
海
の
實
測
で
、
寛
政
十
二

年
東
岡
の
肝
煎
で
許
さ
れ
陀
が
、
其
陸
路
機
械
を
携
帯
し

で
槻
測
及
び
測
量
し
つ
、
往
復
す
る
許
可
を
得
る
に
は
頗

る
骨
が
折
れ
て
、
結
局
費
用
の
大
部
分
は
私
費
で
支
…
賛
す

る
こ
ご
に
な
っ
て
、
八
拾
爾
許
の
自
腹
を
切
つ
π
o
此
族

行
の
日
数
百
八
十
日
で
、
四
月
出
登
し
十
月
蹄
ら
五
月
廿

九
日
箱
舘
を
卑
し
、
八
月
七
日
ニ
シ
ベ
ツ
に
着
し
、
九
月

十
一
日
箱
館
に
憤
り
、
十
月
廿
一
日
江
戸
に
撃
つ
た
。
其

往
復
線
は
歩
数
に
て
距
離
を
測
り
、
小
方
原
盤
で
其
屈
曲

を
測
り
、
毎
夜
象
限
儀
で
恒
星
を
観
測
し
て
緯
度
を
定
め

た
の
で
あ
っ
て
、
其
結
果
は
大
圖
（
四
萬
三
千
⊥
ハ
百
三
十

　
　
　
第
二
巻
　
　
銚
　
評
　
「
伊
　
能
　
忠
　
敬
」

六
分
二
）
毒
焔
（
露
量
分
一
の
縮
尺
）
に
纒
め
て
、
若
年
寄

堀
田
正
敦
に
呈
出
し
た
O
其
の
測
量
法
は
添
書
に

　
　
私
儀
此
度
蝦
夷
地
測
量
御
用
陰
暗
付
彼
地
わ
罷
越
、

　
　
其
蕩
所
々
々
二
而
北
極
出
地
貸
並
方
位
測
量
仕
候
二

　
　
付
．
御
用
墨
東
蝦
夷
海
運
行
路
聖
地
賢
相
仕
立
差
上

　
　
申
候

こ
い
ひ
、
北
極
寓
地
曳
即
ち
緯
度
の
測
定
を
行
ふ
に
は
泊

々
に
て
象
限
儀
を
用
ひ
、
恒
星
中
の
大
星
五
六
星
乃
至
二

三
十
星
の
高
度
を
測
り
、
之
を
恒
星
赤
道
緯
度
郎
ち
赤
緯

に
比
較
し
て
定
め
た
こ
い
ひ
、
機
械
の
中
大
方
位
盤
は
運

搬
困
難
の
忌
め
箱
舘
に
残
し
、
小
方
調
馬
に
て
遁
筋
の
屈

曲
を
測
つ
鞄
こ
い
ひ
、
世
路
の
里
数
は
閥
早
昼
縛
等
を
終

う
る
暇
な
か
っ
た
の
で
歩
行
の
足
数
で
定
め
た
こ
い
ふ
の

で
朋
か
で
あ
る
。
而
し
て
賢
母
江
戸
よ
り
野
遽
地
に
至
る

間
で
南
北
一
度
里
数
を
二
十
七
里
除
ご
定
め
π
o
此
の
族

親
は
未
開
の
土
地
の
困
難
に
加
ふ
る
に
先
生
は
喉
元
百
姓

浪
人
こ
い
ふ
こ
ご
で
、
幕
府
の
御
聲
掛
り
で
め
つ
π
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
一
九
（
四
九
〇
）



　
　
　
第
二
巻
　
　
挽
　
評
　
　
「
伊
　
能
　
忠
　
敬
」

で
あ
る
か
ら
地
方
に
於
て
十
分
の
待
遇
な
く
叉
た
呉
羅
も

意
の
如
く
な
ら
す
、
大
行
李
持
参
の
続
行
は
閃
難
で
あ
っ

た
＾
）
此
の
萬
難
を
排
し
抱
探
検
的
並
行
に
幽
し
て
東
岡
の

大
に
満
足
し
た
こ
ご
は
、
開
講
涯
に
狂
っ
た
書
中
に

　
　
尤
右
之
通
測
候
儀
は
小
弟
惣
而
至
仁
は
致
候
得
共
、

　
　
右
程
に
揃
ひ
可
嫁
ご
は
不
存
立
庭
、
能
も
仕
お
ふ
せ

　
　
候
義
に
御
座
候
、

ご
あ
る
に
よ
っ
て
朋
か
で
あ
る
G

喫
　
然
る
に
此
の
族
行
よ
り
得
π
る
結
果
そ
の
も
の
は
ま
だ

東
岡
東
河
の
望
ん
だ
程
の
精
密
な
も
の
で
な
か
つ
π
か

ら
、
直
に
第
二
次
の
實
測
の
希
望
を
言
朋
し
て
有
司
に
講

廉
し
て
當
局
ご
折
衝
を
重
ね
π
結
果
こ
し
て
、
本
洲
東
海

岸
測
量
を
實
行
ず
る
こ
ご
に
な
っ
た
Q
第
一
回
の
成
績
見

る
べ
き
こ
ご
が
粟
田
局
に
認
め
ら
れ
た
の
で
ん
天
文
方
高
橋

作
左
衛
門
弟
子
伊
能
勘
解
由
こ
し
て
人
足
長
持
の
断
要
は

断
次
第
差
出
す
、
べ
し
ご
の
鯛
書
を
得
て
、
稗
自
由
な
調
査

が
出
家
た
が
、
省
ほ
多
．
額
の
私
費
補
助
を
要
し
た
。
既
の

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
二
〇
　
（
四
九
一
）

族
行
は
享
和
元
年
㎎
月
二
臼
に
起
っ
て
武
相
豆
の
虚
心
を

魂
迎
し
て
、
五
月
十
三
爲
下
田
に
達
し
、
十
七
日
下
田
を

塾
し
て
西
岸
に
沿
ひ
同
月
羅
臼
三
島
に
達
し
、
東
海
滋
に

よ
り
六
月
一
日
江
戸
に
蹄
著
、
＋
九
B
江
戸
を
堕
し
房
総

牢
島
を
一
周
し
、
七
月
十
八
目
銚
子
に
着
し
、
是
よ
り
常

陸
の
海
岸
を
経
て
八
月
二
十
二
謎
松
島
に
亡
い
π
Q
是
よ

り
地
勢
瞼
峻
に
し
て
岬
灘
の
出
入
多
き
北
上
沿
岸
を
北
進

し
て
十
月
十
七
日
尻
谷
に
達
し
、
十
一
月
三
旦
二
厩
に
着

い
π
o
其
の
積
雪
を
胃
し
て
江
戸
に
蹄
着
し
元
の
は
十
二

月
七
日
で
あ
っ
た
Q

　
此
の
族
行
に
輿
つ
把
の
は
李
山
郡
藏
以
下
弟
子
四
々
で

前
回
の
経
験
に
よ
り
成
績
大
に
進
み
、
沼
線
大
抵
間
縄
を

用
み
て
距
離
を
測
り
時
こ
し
て
は
舟
に
て
海
中
に
間
縄
を

引
い
た
庭
も
あ
っ
元
。
其
細
螺
の
結
果
こ
し
て
子
午
線
一

度
の
長
さ
二
十
八
里
二
分
な
る
数
値
を
得
て
、
後
薬
の
測

定
も
之
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
地
圖
は
大
（
三
萬

六
千
分
一
）
中
（
二
十
一
萬
⊥
ハ
千
分
一
）
小
（
四
十
三
萬
二
千

9



分
こ
の
三
種
ざ
し
て
享
和
二
年
三
月
大
小
を
幕
府
に
中

圖
を
堀
田
侯
に
呈
出
し
把
O

　
此
後
更
に
享
和
三
年
よ
り
文
化
元
年
の
問
に
朋
越
地
方

及
び
尾
張
越
前
以
東
残
部
を
測
量
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
、

本
県
東
牢
の
全
沿
岸
が
實
測
さ
れ
覚
。
此
時
よ
り
以
後
は

先
生
の
成
績
が
彌
凝
る
ご
共
に
、
待
遇
は
東
岡
弟
子
．
こ
い

ふ
資
格
に
止
つ
π
が
實
費
に
賂
ぽ
相
算
す
る
だ
け
の
手
當

を
受
け
て
調
査
事
業
の
遽
行
は
除
程
自
由
こ
な
つ
π
○

　
以
上
四
回
の
實
測
を
包
括
せ
る
成
績
は
大
圖
六
十
九
枚

幽
暗
三
組
小
端
一
枚
こ
し
て
文
化
元
年
八
月
朔
日
天
文
方

よ
り
呈
出
し
、
十
七
臼
城
内
昏
怠
間
に
於
て
老
申
若
年
寄

一
同
之
を
槍
閲
し
、
九
月
六
日
將
軍
家
齊
親
ら
之
を
閲
覧

し
、
先
生
の
心
血
を
畿
い
だ
所
は
懸
軍
及
び
幕
府
の
當
路

者
に
誌
め
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
。

　
第
二
回
の
實
測
に
よ
っ
て
得
た
子
午
線
｝
度
の
長
こ
十

八
里
二
分
七
町
十
二
間
な
る
数
値
は
此
時
初
め
て
確
定
数

こ
し
て
高
橋
槻
集
の
小
圖
序
文
に
上
記
さ
れ
て
、
蘭
書
に

　
　
　
第
二
巻
　
批
評
っ
俳
能
忠
敬
」

見
ゆ
る
佛
國
巴
塁
の
緯
度
に
於
け
る
長
さ
を
豆
奥
閥
の
李

均
緯
度
三
十
八
度
に
換
算
し
た
数
値
を
雑
合
す
る
も
の
こ

し
、
叉
花
此
結
果
は
亡
父
東
岡
の
認
め
て
蘭
書
の
信
ず
る

に
足
る
を
奇
こ
し
お
所
で
あ
っ
柁
が
、
圖
未
だ
成
ら
す
し

て
捌
し
だ
か
ら
心
志
を
珍
い
で
誌
す
ご
の
語
が
あ
る
。
蓋

し
此
圖
が
出
家
て
東
岡
が
先
生
を
懲
悪
し
て
成
さ
し
め
元

昌
的
が
貫
徹
し
π
繹
で
あ
る
が
、
其
の
上
覧
に
先
っ
て
其

実
正
月
に
東
岡
の
嘉
し
て
居
た
の
は
↓
恨
事
で
め
る
。

　
是
に
及
ん
で
先
生
の
功
勢
初
め
て
公
に
認
め
ら
れ
て
、

華
年
九
月
＋
臼
拾
人
扶
持
を
給
し
、
小
風
請
組
に
採
用
さ

れ
る
こ
ε
に
な
つ
仁
。
是
は
測
地
の
大
事
を
仕
途
げ
把
功

績
に
零
し
て
は
眞
に
愚
息
な
報
賞
で
あ
る
が
、
零
時
に
在

っ
て
は
異
数
の
抜
擢
で
、
其
後
の
事
業
縫
績
上
に
は
便
宜

を
得
る
こ
ご
雷
壊
の
差
で
あ
っ
惣
。

　
先
生
は
此
の
後
文
化
二
年
二
月
よ
り
中
國
の
測
量
に
蕎

議
し
、
紀
伊
宇
島
を
廻
り
て
三
年
の
正
月
を
周
山
に
途
へ
、

是
よ
り
長
門
を
経
て
由
陰
海
岸
を
測
量
し
、
十
一
月
江
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
＝
　
　
（
四
九
二
）



　
　
　
第
二
巷
　
　
携
　
評
　
　
「
僧
　
能
　
忠
　
敬
し

に
盤
、
着
し
た
。
今
回
は
待
遇
ミ
共
に
手
當
も
増
加
し
、
且

つ
一
行
は
高
橋
善
助
（
景
佑
、
下
役
二
名
内
弟
子
五
名
爵
僕

共
十
四
人
よ
り
建
つ
た
が
、
一
行
に
病
人
を
生
じ
、
紀
伊

宇
島
中
國
洛
岸
の
測
量
に
意
外
の
日
子
を
費
し
其
聞
に
種

々
の
矯
來
事
も
あ
っ
て
、
垂
雪
は
四
年
十
二
月
大
中
小
三

磁
を
完
成
し
て
呈
出
し
梵
○
冠
辞
本
病
西
宇
及
び
色
事
九

州
の
測
量
は
間
長
涯
之
を
捲
遣
す
る
設
定
で
あ
っ
た
の

が
、
東
岡
の
死
後
観
…
巣
年
少
の
爲
め
、
其
の
後
見
の
位
置

に
立
ち
在
府
の
必
要
を
生
じ
た
の
で
姫
島
さ
れ
す
に
、
先

生
が
畿
績
し
て
全
國
を
↓
人
で
實
測
す
る
こ
ご
に
な
っ
て

途
に
正
議
測
地
事
業
を
先
生
の
み
で
途
行
さ
れ
π
の
で
あ

っ
た
。

　
次
に
四
國
を
文
化
五
年
正
月
よ
り
璽
年
正
月
に
　
旦
り
嘗
貝

測
し
て
七
月
三
種
の
圖
を
製
し
π
○
最
後
の
九
州
測
量
は

同
六
年
八
月
出
猟
し
て
中
仙
道
山
陽
を
経
て
十
二
月
小
倉

に
至
り
、
七
年
正
月
小
倉
よ
り
豊
後
日
向
を
経
て
六
月
鹿

魚
島
に
着
し
、
是
よ
り
能
…
本
に
出
で
横
断
し
て
大
分
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
跡
ニ
　
（
四
九
三
）

で
、
八
年
正
月
小
倉
を
経
て
麟
途
に
向
ひ
、
中
國
未
測
の

地
方
を
麺
過
し
五
三
江
戸
に
灘
着
し
た
目
｝
此
段
十
一
月
九

州
第
二
次
測
量
の
途
に
上
ち
、
翌
十
年
三
月
屋
久
島
に
渡

り
、
四
月
種
子
島
に
渡
り
、
九
月
小
倉
に
出
で
、
是
よ
り

更
に
筑
前
立
前
等
の
本
島
未
測
地
ご
萱
岐
封
馬
五
島
を
測

量
し
、
翌
々
十
一
年
五
月
江
戸
に
蹄
着
し
把
Q
伊
豆
七
島

は
下
役
永
井
甚
左
衛
門
等
の
手
で
文
化
十
二
年
四
月
か
ら

十
｝
月
の
間
に
行
は
れ
π
。
此
後
先
生
自
ら
手
の
下
し
た

の
は
文
化
十
三
年
江
戸
府
内
の
實
測
だ
け
で
あ
っ
た
。
（
以

上
第
五
章
）

　
是
よ
り
以
後
助
手
を
監
督
し
て
全
編
の
製
作
に
從
事

し
、
側
ら
暦
學
及
び
測
量
術
の
敷
授
及
び
著
述
を
な
し
把
G

文
化
十
一
年
八
丁
堀
魑
島
町
に
移
っ
た
後
、
追
々
在
府
の

日
多
く
な
っ
て
軽
子
暦
象
編
斥
妄
や
欝
数
表
紀
源
術
及
用

法
の
動
き
著
書
が
其
手
に
押
釦
た
○
此
頃
に
先
生
の
最
初

着
手
關
東
地
方
の
事
業
は
不
充
分
な
手
段
ご
便
宜
の
下
に

行
は
れ
π
も
の
で
あ
っ
元
か
ら
之
を
再
測
ぜ
ん
ご
す
る
計



叢
も
あ
っ
ヤ
伊
が
、
何
分
取
る
年
ご
共
に
衰
ぬ
て
、
文
化
十
・

四
年
に
は
除
欝
欝
は
り
、
翌
丈
政
元
物
四
月
十
三
日
終
に

永
眠
し
た
。
其
齢
は
七
十
四
歳
で
あ
っ
た
。
濡
鼠
が
爾
ほ

完
成
せ
諏
の
で
喪
を
秘
し
て
天
文
方
下
役
及
び
内
弟
子
等

の
手
で
繊
黒
し
、
文
政
四
年
七
月
に
至
っ
て
漸
く
竣
功
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ダ
ノ
リ

告
げ
π
o
是
に
於
て
七
月
十
日
槻
集
は
先
生
の
嫡
孫
忠
講

を
俘
ひ
大
御
二
百
十
四
枚
（
三
十
幅
）
中
圖
八
枚
（
二
幅
）
小

圖
（
三
枚
と
幅
を
大
証
聞
に
展
直
し
て
老
中
若
年
寄
の
閲

覧
に
供
し
、
別
に
中
圖
を
堀
田
侯
に
呈
し
、
卑
官
御
用
の

進
言
を
見
π
o
大
毒
南
面
で
出
版
さ
れ
セ
沿
海
實
測
録
十

四
巻
は
此
の
地
圖
の
附
録
で
あ
る
Q

．
日
本
全
國
の
測
地
事
業
は
此
の
如
く
に
し
て
徹
頭
徹
尾

先
生
一
人
の
手
で
五
十
六
歳
の
老
人
が
始
め
て
十
七
籏
を

累
ね
て
完
成
を
見
把
が
、
先
生
は
深
く
高
橋
東
岡
の
扶
鞭

指
導
を
徳
こ
し
、
造
言
し
て
其
の
墓
側
に
葬
ら
し
め
以
て

謝
恩
の
意
を
表
せ
ん
こ
し
、
淺
草
新
寺
町
（
命
の
北
清
島

町
）
源
室
寺
に
葬
ら
る
、
二
ご
、
な
つ
π
。

　
　
　
第
二
巻
　
　
批
　
評
　
　
「
伊
　
能
　
忠
　
敬
」

　
先
生
の
助
手
こ
し
て
測
地
事
業
に
從
記
し
た
も
の
は
十

数
人
に
上
る
が
、
寺
中
特
筆
す
べ
き
は
坂
部
貞
兵
衛
李
由

郡
藏
の
爾
人
で
、
共
に
先
生
の
片
腕
こ
な
っ
て
働
き
、
殊

に
其
後
雫
の
頽
齢
に
及
び
野
業
の
大
部
分
を
搬
當
し
π

が
、
前
者
は
九
州
に
於
て
野
業
中
に
不
露
の
客
こ
な
り
、

後
者
は
中
言
測
量
の
時
長
門
に
て
同
僚
ご
不
和
こ
な
り
、

破
門
さ
れ
後
撞
着
の
蝋
成
に
當
り
再
び
赦
さ
れ
て
製
圖
に

與
つ
セ
が
、
終
に
其
完
成
前
に
死
ん
だ
。

　
以
上
は
本
書
第
一
滅
菌
二
百
頁
の
内
容
の
梗
概
で
、
ヂ

エ
ス
ィ
ッ
ト
激
甚
の
支
那
測
量
に
暮
す
る
項
の
外
は
評
者

が
鄙
見
臆
臨
閉
を
加
へ
把
庭
は
極
め
て
少
い
。
此
許
の
末
に

先
生
の
逸
話
が
あ
っ
て
、
從
來
傳
へ
π
も
の
で
信
を
措
き

難
き
も
の
は
辮
駁
さ
れ
て
居
る
。
本
書
に
は
此
の
次
に
第

二
編
測
地
事
蹟
こ
し
て
寛
政
頃
本
邦
算
足
癖
及
び
量
地
學

者
の
有
せ
し
智
識
の
程
度
、
忠
敬
所
用
の
測
量
法
、
測
量

材
料
の
調
整
及
び
製
圖
方
法
、
測
量
の
精
度
、
測
量
に
使

役
し
把
る
實
員
数
及
び
費
用
、
所
製
の
地
圏
並
に
薯
書
忠

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
三
　
（
四
九
四
）



　
　
　
第
二
管
　
　
批
　
評
　
　
門
、
偉
　
能
　
忠
　
敬
」

敬
根
葉
の
聖
書
並
に
其
池
の
藏
書
の
諸
章
が
あ
る
○
是
は

著
者
の
特
に
其
専
門
の
學
識
に
よ
っ
て
糟
…
細
に
渉
っ
て
研

究
し
把
所
で
、
是
に
よ
っ
て
先
生
の
事
業
の
優
値
が
批
判

さ
れ
て
居
る
。
吾
人
は
本
誌
上
に
其
梗
概
を
掲
載
す
る
能

は
露
か
ら
其
二
三
の
研
究
結
果
を
暴
ぐ
る
に
止
め
る
。

．
先
生
の
探
用
し
だ
測
量
法
は
ヂ
エ
ス
イ
ッ
ト
敷
師
の
主

こ
し
て
三
角
法
摩
ぎ
σ
q
急
三
9
ρ
で
支
那
全
國
の
地
黙
を

測
定
し
た
の
こ
大
に
趣
和
異
に
し
、
導
線
法
家
。
9
0
“
o
h

目
零
く
2
鴇
で
測
縄
ご
方
位
盤
を
用
ひ
て
地
熱
間
の
距
離

方
位
を
定
め
、
象
限
儀
で
精
密
に
緯
度
を
測
定
し
て
之
を

照
査
す
る
の
で
あ
っ
覚
り
之
に
使
用
し
だ
機
械
象
限
儀
其

他
の
目
盛
り
は
北
京
槻
象
毫
に
現
存
す
る
ヂ
エ
ス
イ
ッ
ト

敷
師
の
造
っ
π
も
の
こ
同
じ
く
、
虚
位
度
盛
り
の
分
数
を

其
聞
に
引
い
た
斜
線
の
切
合
で
認
む
こ
ご
、
な
っ
て
居

た
○
其
方
位
角
の
測
定
精
度
は
李
均
誤
差
十
分
乃
至
七
八

分
度
に
し
て
、
先
生
は
方
位
盤
の
磁
針
に
偏
差
な
き
も
の

こ
看
徴
し
て
居
だ
。
叉
た
緯
度
の
誤
差
は
三
〇
秒
以
内
を

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
畿
　
一
二
四
　
（
四
九
五
）

年
こ
し
、
一
分
度
を
瞼
ゆ
る
こ
ご
は
稀
で
め
つ
だ
Q

　
先
生
の
測
定
し
た
北
緯
三
十
五
度
乃
至
四
十
一
度
に
封

ず
る
李
均
度
法
二
十
八
里
二
分
な
る
長
さ
を
先
生
の
使
用

し
た
尺
度
○
、
三
〇
三
三
米
で
換
算
す
れ
ば
、
一
一
〇
、

入
五
罪
こ
な
っ
て
、
ベ
ッ
セ
ル
の
一
一
〇
、
九
八
粁
に
比

し
て
○
、
一
三
粁
の
誤
差
が
あ
っ
て
、
全
長
の
約
一
千
分

一
に
相
饗
す
る
○
若
し
之
を
へ
ー
フ
ヲ
ー
ド
の
大
さ
に
比

較
す
れ
ば
A
コ
少
し
誤
差
が
大
き
い
箒
で
あ
る
Q

　
藪
に
注
意
す
べ
き
は
先
生
は
常
に
地
球
を
球
膿
ご
焉
倣

し
て
其
の
糖
圓
膿
な
る
關
係
を
無
視
し
て
腰
帯
こ
ご
で
場

撃
っ
て
日
本
國
内
の
北
端
ご
南
端
に
於
け
る
子
午
線
一
度

の
長
さ
の
差
を
精
測
し
て
皇
運
峯
を
推
帰
す
る
如
き
こ
ご

に
想
及
ば
な
ん
だ
。
此
の
鮎
は
支
那
に
於
け
る
レ
ヂ
ス
、

ヂ
ヤ
ル
ヅ
ー
の
北
緯
四
十
一
度
よ
り
も
四
十
七
度
に
於
て

一
度
の
長
さ
が
二
五
八
支
那
尺
だ
け
長
い
こ
ご
を
登
見
し

た
事
實
に
比
し
て
及
ば
ぬ
様
で
あ
る
。
若
し
本
邦
北
部
の

再
測
が
實
行
さ
れ
弛
ら
ば
恐
ら
く
は
遺
憾
な
く
定
ま
つ
π



か
も
知
れ
ぬ
。
東
岡
の
早
世
ご
東
河
の
除
毛
永
か
ら
ざ
り

し
こ
ご
は
返
す
返
す
も
恨
事
で
あ
る
。

　
南
無
上
っ
元
地
圓
の
精
度
を
梱
る
に
投
射
法
こ
し
て
ナ

ソ
ソ
ン
、
フ
ラ
ム
ス
ヲ
イ
ー
1
3
法
を
採
用
し
、
叉
π
李
面

ご
假
卑
し
把
小
匿
域
の
圖
幅
か
ら
綜
合
す
る
に
當
っ
て
修

正
調
節
の
適
當
な
ら
ざ
り
し
辱
め
に
、
大
鷺
に
至
っ
て
誤

差
倍
々
大
こ
な
つ
だ
傾
も
あ
る
Q
其
最
も
著
し
き
は
或
る

地
貼
の
経
度
に
及
ぼ
し
陀
託
の
種
の
描
圖
上
の
誤
謬
で
、

長
崎
の
蕩
合
に
は
約
4
の
誤
差
あ
る
も
、
偶
然
本
初
子

午
線
こ
せ
る
京
郡
に
も
同
程
度
の
爆
傷
が
あ
っ
槌
の
で
、

ク
ル
ー
ぜ
ン
ス
テ
ル
ン
を
し
て
シ
ー
ボ
〃
ド
が
示
し
師
事

圖
の
長
崎
の
纒
度
を
観
て
、
自
身
の
月
離
法
に
よ
る
測
定

の
結
果
ご
吻
合
す
る
に
驚
嘆
し
把
如
き
滑
稽
も
あ
る
。
此

の
刷
き
誤
謬
を
知
る
ピ
共
に
更
に
遺
憾
の
戚
を
深
か
ら
し

め
る
の
は
東
岡
の
早
世
で
、
若
し
東
岡
を
し
て
最
後
の
全

圖
ま
で
生
存
し
て
、
其
監
修
の
位
置
に
あ
ら
し
め
た
ら

ば
、
或
は
先
生
の
想
ひ
到
ら
謁
黙
ま
で
に
精
緻
な
考
案
を

　
　
　
第
二
巻
　
　
枇
響
　
f
伊
能
忠
敬
」

加
へ
て
、
其
正
確
の
度
を
高
め
π
で
あ
ら
う
。

　
我
々
は
今
著
者
の
根
本
資
料
の
研
究
に
よ
っ
て
得
紀
此

等
の
東
洞
先
生
測
地
成
績
に
含
ま
れ
セ
誤
謬
や
敏
隔
を
知

る
こ
ご
を
得
π
o
東
岡
東
河
等
の
科
學
的
良
心
を
持
つ
π

異
者
に
在
っ
て
は
、
其
露
に
し
て
若
し
知
る
あ
ら
ば
此
の

如
き
嚴
平
な
批
鯛
を
得
て
必
ず
立
て
其
眼
識
め
る
後
簸
者

を
傳
記
編
纂
者
こ
し
て
得
陀
の
を
悦
ぶ
箒
で
、
肯
像
薔
家

の
前
に
坐
つ
π
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
如
く
其
有
の
ま
、
に
眞

面
目
を
描
出
さ
れ
眞
優
値
を
判
噺
さ
れ
た
の
を
濾
足
す
る

で
あ
ら
う
ご
信
ず
る
Q
從
來
の
如
く
盲
目
的
に
偉
人
こ
し

て
崇
拝
さ
れ
、
其
の
眞
を
失
っ
た
事
蹟
の
傳
は
る
の
は
寧

ろ
迷
惑
に
戚
す
べ
き
で
あ
ら
う
」
我
々
は
此
の
如
き
公
李

な
立
脚
地
か
ら
鑑
別
取
捨
さ
れ
た
る
傳
記
を
得
だ
こ
ご
を

騰
馬
の
爲
め
に
も
、
叉
犯
先
生
及
び
先
生
の
師
友
の
爲
め

に
も
獣
興
す
る
。

　
本
篇
を
繕
き
撃
っ
て
窓
を
掩
は
ん
こ
す
る
に
謝
り
我
々

を
し
て
望
蜀
の
私
見
を
挿
ま
し
め
ば
、
本
篇
懇
頭
に
掲
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
一
ご
五
、
ハ
四
空
ハ
）



第
二
巻
　
　
批
　
評
　
　
「
伊
　
能
　
忠
　
敬
」

セ
爲
壷
中
の
地
圖
は
先
生
測
地
事
業
の
成
果
を
示
す
好
標

本
ご
認
む
る
も
、
其
原
字
大
の
縮
尺
で
色
摺
に
し
て
模
本

が
添
へ
甲
ら
れ
た
ら
ば
更
に
一
目
瞭
然
た
る
も
の
あ
る
べ

く
、
地
圖
作
成
が
目
的
の
殆
ご
全
部
賜
り
し
に
封
し
て
、

原
岡
約
二
分
一
縮
尺
の
中
豊
の
一
部
分
押
葉
の
み
が
狡
悪

版
で
挿
入
さ
れ
た
の
は
爾
ほ
物
足
ら
鍛
念
な
き
能
は
蹟
。

叉
浩
濡
な
る
饗
考
資
料
書
目
が
各
項
に
散
見
す
る
の
み

で
、
著
者
が
苦
心
を
重
ね
て
労
授
さ
れ
覚
資
料
の
出
梅
が

充
分
に
分
ら
澱
の
・
も
遣
械
騨
に
戚
ぜ
・
ら
れ
る
。
本
書
既
に
出

つ
る
ご
共
に
、
其
れ
等
の
資
料
の
永
遠
に
保
存
さ
る
、
途

．
も
出
來
．
假
令
資
料
の
一
部
が
浬
滅
す
る
も
、
敢
へ
て
叉

た
憂
う
る
に
足
ら
ぬ
し
、
叉
犯
先
生
の
傳
記
の
動
的
儂
値

は
其
の
如
何
に
よ
っ
て
勿
論
、
多
《
軒
蛭
な
い
が
、
贈
れ

こ
も
廣
く
版
本
こ
な
つ
陀
先
生
自
身
の
直
書
、
爲
本
こ
し

て
現
存
す
る
も
の
、
先
生
の
事
業
研
究
に
直
接
臨
接
の
關

係
あ
る
圖
書
、
文
書
及
び
其
れ
等
の
所
在
等
の
目
録
は
此

の
書
に
墓
き
て
更
に
研
究
せ
ん
こ
す
る
も
の
に
最
も
便
利

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
六
　
　
へ
阻
九
七
）

で
め
る
ご
想
は
れ
る
○
此
等
は
年
譜
本
交
等
に
散
見
は
し

て
居
る
が
参
考
書
目
の
一
…
覧
に
便
な
る
一
章
の
導
け
て
居

る
こ
ご
は
本
書
の
如
く
浩
海
な
大
冊
…
に
在
っ
て
特
に
不
便

を
戚
す
る
の
で
あ
る
Q
近
き
將
來
に
輿
地
全
圏
完
戒
の
百

年
を
毒
す
る
期
が
あ
る
か
ら
今
蕪
に
蓮
べ
た
所
は
望
み
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

き
希
望
で
な
か
ら
う
ご
考
へ
て
蛇
足
を
渾
ら
す
敢
て
附
言

す
る
次
第
で
あ
る
Q

　
最
後
に
本
書
紹
介
の
筆
を
欄
く
に
曇
り
我
々
は
東
河
先

生
の
測
地
事
業
の
世
界
的
償
傾
を
ご
上
す
る
。
抑
子
午
線

一
度
の
長
さ
を
測
定
し
て
地
球
の
大
さ
を
多
知
せ
ん
こ
し

π
の
は
希
書
地
理
家
エ
ラ
ト
ス
プ
子
ス
が
既
に
試
み
π
所

で
、
西
暦
八
二
七
年
に
亜
刺
伯
敏
活
ア
ル
マ
ム
ー
ン
の
メ

ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
於
け
る
確
定
は
此
の
創
意
に
從
っ
て
メ
ー

ト
川
制
度
測
定
の
測
定
に
先
つ
こ
ご
千
年
前
に
尺
度
の
自

然
軍
位
制
定
の
暴
で
あ
っ
た
。
之
よ
り
百
年
前
唐
の
開
元

二
十
年
河
南
の
盆
地
で
太
盛
暑
南
宮
説
の
行
っ
た
一
度
弧

の
測
定
は
東
亜
に
於
け
る
最
初
の
試
で
、
亜
刺
伯
．
天
文



學
の
智
識
が
入
つ
セ
結
果
か
否
か
之
を
知
る
こ
ご
が
単
声

ぬ
Q
前
に
述
べ
柁
一
七
一
〇
年
に
レ
ヂ
ス
ご
ヂ
ヤ
〃
ツ
ー

爾
宣
敷
師
の
満
洲
北
部
四
十
七
度
に
於
て
…
度
の
長
さ
が

二
五
八
支
那
尺
だ
け
長
い
郵
貯
を
駿
乏
し
π
こ
ご
は
モ
；

ぺ
川
’
グ
ユ
イ
の
ペ
ル
ー
及
び
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
爾
子
午
弧
測

定
の
結
果
を
綜
合
し
た
前
二
十
八
年
で
、
濁
立
に
地
球
爾

極
の
扁
季
を
確
属
し
花
も
の
こ
し
て
画
し
い
。
寛
政
文
化

間
の
日
本
測
地
事
業
は
佛
國
革
命
政
府
の
下
に
メ
チ
ヤ

ン
・
1
3
ラ
ン
プ
川
爾
測
地
家
の
測
定
後
に
直
に
著
手
し
π

も
の
で
、
而
か
も
地
球
眞
形
朕
を
無
親
し
て
居
る
こ
ご
は
、

頗
る
時
代
後
れ
こ
い
は
ね
ば
な
ら
鍛
Q
然
れ
ご
も
此
の
事

業
は
日
本
地
圖
の
信
愚
す
べ
き
も
の
を
調
製
す
る
こ
い
ふ

第
二
の
目
的
か
ら
見
れ
ば
大
な
る
成
功
で
、
其
の
實
用
上

の
儂
値
が
非
常
に
大
な
る
も
の
で
あ
っ
た
9
此
の
粘
か
ら

い
ハ
、
ば
精
確
の
度
は
支
那
測
地
事
業
な
ざ
に
比
し
て
遙
か

に
優
秀
で
あ
っ
て
、
隊
洲
に
其
頃
現
存
し
π
心
癖
に
比
較

し
得
る
も
の
が
一
氣
呵
成
に
出
來
元
の
で
る
。
故
に
精
密

　
　
　
第
ご
巻
　
　
蜘
　
評
　
　
塘
補
「
束
蓬
支
那
記
」

の
度
を
細
査
し
て
見
る
こ
ご
も
必
要
で
あ
る
信
蔵
す
べ
き

地
無
を
作
り
得
π
こ
い
ふ
黙
が
最
も
重
要
な
特
長
で
あ
る

も
の
こ
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
Q

増
補
『
東
蓬
支
那
記
』

ω
搾
甲
H
．
く
⊆
一
£
○
象
ゴ
選
曽
一
乱
鋳
。
≦
ゴ
団
日
江
↓
一
一
臼
●

完
○
ノ
＜
o
〔
｛
．
ユ
o
p
器
三
。
・
o
α
簿
触
9
面
ぴ
○
昇
写
譜
。
獄
σ
Q
窪

。
門
お
o
o
旧
恩
儀
ジ
o
o
く
象
圃
。
“
σ
k
同
由
・
O
O
乙
同
。
『
．
く
。
一
●

り
＝
囮
●
＝
巴
（
一
ξ
げ
し
∩
8
一
。
¢
●
6
【
ω
1
6
「
い

　
　
　
　
　
交
學
博
士
桑
原
隙
藏

　
　
闘

　
ユ
ー
川
雰
紹
缶
。
（
一
。
。
8
一
囲
。
。
。
。
㌧
）
は
英
國
に
於
け
る

最
も
傑
出
し
た
東
洋
學
者
で
あ
る
。
英
國
の
東
洋
學
者
一

i
若
干
の
印
度
學
者
を
除
き
一
は
概
し
て
學
究
的
で
な

い
○
彼
等
の
薯
書
は
、
【
般
の
譲
者
に
ば
稗
盆
を
輿
へ
得

る
こ
し
て
も
、
専
門
仁
者
を
啓
卜
す
る
こ
ご
は
鯨
り
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
七
　
（
四
九
八
）


